
 

誘導性負荷による直流電源装置の損傷を防ぐ方法 

～還流ダイオードと逆流防止ダイオード～ 

 

直流電源を使用する際、負荷が抵抗性荷の場合は簡単です。電源を切ると電流はすぐにゼロになり、損傷

はありません。 

 

しかし、負荷が誘導負荷の場合は別です。直流電源を使用して DC モーター、ソレノイド、ファン、リレ

ー、その他の誘導性負荷に電力を供給する場合は、何らかの回路保護が必要です。保護がないと、これら

のデバイスからの高電圧スパイクによって電源が損傷する可能性があります。 

 

直流電源に誘導性負荷を接続する場合の接続図を図 1 に示します（図の赤色）。電源をオンにすると、コ

イルに電流が流れ、インダクタの周囲に磁場が発生します。その磁場は潜在的なエネルギー源です。 

 

 

図 1：直流電源に誘導性負荷または電池を接続する場合の接続図 

 

電源をオフにすると、電流の供給が途絶えるため磁場は崩壊し、この崩壊した磁場が逆方向に流れる電流

を誘導します。これは、逆極性のバッテリーを電源に接続した場合と同じ状況です。この電圧をフライバ

ック電圧または逆起電力と呼びます。 

 

フライバック電圧は、誘導性負荷に対してもともと供給していた電源電圧よりもはるかに高くなる可能

性があります。12 V や 24 V で誘導負荷に電力を供給している場合でも、フライバック電圧は数百から数

千ボルトになることがあります。この電圧は、負荷のインダクタンス L に電流の時間変化率 di/dt を掛け

た値になります。つまり、電流の変化が速いほど、フライバック電圧は高くなります。 



 

誘導性負荷、または電源に電流が逆流する恐れのあるエネルギーを蓄えた負荷（バッテリーなど）を駆動

する場合、フライバック電圧から電源を保護する 1 つの方法は、電源の出力に保護ダイオードを使用す

ることです。これもまた、図 1 に示しています。 

 

誘導性負荷のキックバックによる電源への損傷を防ぐには、出力に逆並列ダイオード※1（電源装置の出力

電圧、電流よりも高い定格のもの）を接続します。カソード側を電源装置の出力のプラス端子に接続し、

アノード側をリターン（マイナス端子）に接続します。 

（※1 還流ダイオード、バイパスダイオード、フリーホイールダイオードなど様々な呼び方があります。） 

 

モーターからの逆起電力やバッテリーに蓄えられたエネルギーなどにより正極方向への過渡現象が発生

する可能性がある場合には、電源を保護するためにブロッキングダイオード※2を直列に接続します。 

（※2一般的に逆流防止ダイオードと呼びます） 

 

もちろんダイオードは適した定格のコンポーネントを選択する必要があります。ピーク逆電圧定格は、電

源装置の最大出力電圧の 2 倍以上のものを選択してください。また、連続順方向電流定格は、電源の最

大出力電流の 1.5 倍以上のものを選択してください。場合によっては、電流によって生じる発熱を消費さ

せるためにヒートシンクが必要になることがあります。 

 

※図 1 の赤色は誘導性負荷への接続方法、青色はバッテリーへの接続方法を示しています。 

 負荷が誘導性負荷の場合は還流ダイオードと逆流防止ダイオードを接続します。負荷がバッテリーの

場合は逆流防止ダイオードだけを接続します。 

 

【お問合せ先】 

株式会社東陽テクニカ 理化学計測部 電源担当 psst@toyo.co.jp 

〒103-8284 東京都中央区八重洲 1-1-6      TEL：03-3279-0771 

〒465-0095 愛知県名古屋市中区栄二丁目 3 番 1 号 (名古屋広小路ビルヂング) TEL：052-253-6271 

〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 1-6-1（新大阪ブリックビル）    TEL：06-6399-9771 

 

 

【参考資料】 

・AMETEK Programmable Power 社のブログ 

 「How To Prevent an Inductive Load from Damaging Your Power Supply」 

 https://blog.powerandtest.com/blog/prevent-an-inductive-load-from-damaging-your-power-supply 
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